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風と視線の抜けの確保

多目的
広場 
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庇

コミュニティネットワーク駐車場配置の検証

周辺配置集中配置既存
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植物探索

地域医療福祉拠点事例　出典 : 豊明団地

社会実験事例　出典 : 福山市
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団地内の情報共有・伝達手段
※ｼｪｱｽﾍﾟｰｽの予約方法等

指定管理者
管理

団地住民

外部

ポータルサイト 掲示板 回覧板

2LDK 3DK 4DK

シェアスペース シェアスペース シェアスペース シェアスペース

団地に見られる世代の固定化によって硬直化したコミュニティ
を再起動するために、まずは「健康」「安全」「福祉」など生活
の延長にある催しを行うことから始めます。自治会や指定管理
者による自発的な情報発信・共有を通じて、思い立った時に集
まり、場合によっては団地外までコミュニティの輪が広がる仕
組みの提案です。

１団地（300 戸）に対して共用空間としての集会所が１つしか
ないのは、棟ごとに分節されたコミュニティに対する共用空間
としては足りないと考えます。
団地住民が気軽に利用できる中間的な空間として、「シェアス
ペース」を住棟ごとに設置することを提案します。

各階の EV ホールに加え、各棟 1F にコミュニティスポットを配
置し、庇がそれらを繋ぎます。また「シェアスペース」は、住
棟の住民だけでなく、外部の人も利用できる場所になります。
管理は自治会と指定管理者により行い、運用方法については設
計時に社会実験等を通して住民と一緒に考える場を設けます。

団地内の動線の結節点に位置
します。高天井の空間とする
ことで、映画鑑賞や演劇等の
小規模なホール機能としても
利用可能です。 C_ 広い空間の集会所にて講演会 D_ 市道の街並み E_ 集会所を地域開放 F_ 児童遊園で映画鑑賞

各棟の住戸配置

G_ 広場越しに住棟が並ぶ風景

B_ シェアスペースにて手芸教室

A_ 日常生活の場が庇下空間で繋がる

各住戸は光や風を取り込み、可
動間仕切り等、家族構成の変化
に対応できる設えとすること
で、ファミリー層へ PR します。
また、内装は木質仕上とします。

均一スパンとすることで、部屋
の広さの違いが立面の凹凸を生
み、建物の表情をつくります。

WC
風呂

個室

個室 LD

バルコニー

K

配置計画としては、住棟間を広く取り、一部角度を振ることで、光や風を呼び込み、視線の抜け
を確保し、南東の海側へ抜けを感じられる配置とします。住棟はシンプルな形状で、中層程度と
することで、まとまった屋外空間を確保します。そこは、駐車場利用だけでなく、広場・緑地帯
等としても整備し、住民の出会いの場にもなります。また、共用空間として3つの広場を設えます。
見守りの場となる児童遊園、集会所に面した外部の人も利用可能なまちに開かれた広場、B ブロッ
ク側の海への眺望が開けた広場、庇にて３つの広場が南北に連続する計画です。

本計画は団地内の一部を工事しながらの居住となる為、安心安全な工事計画とし、１０年に渡る整備期間をコミュニティを育む
時間として捉え、住民と発注者と設計者が協働しコミュニティを実証していくプロセスとします。例えば、既存棟の空室を本提
案における「シェアスペース」のサテライトとして活用し、社会実験や WS を計画します。1 期工事では、集会所と広場を同時
に整備することでコミュニティづくりの拠点を事業期間の初期から運用していきます。

施工性の良さと無駄のない工事でコストを抑えるつくりながら考える。10 年の歳月を掛けてみんなで育てる団地コミュニティ

豊かな環境を取り込み、ゆとりのある共有空間を確保する配置計画、敷地全体をネットワーク化する庇下空間

多様な人を巻き込み、団地内外に広がり続けるコミュニティ

引野住宅の資源を活かした団地づくり

自然環境を取り込んだ、持続型コミュニティによる団地づくり
テーマ１「みどり豊かでゆとりある住宅地における団地内コミュニティの活性化」

テーマ２「長期に渡る工事期間中における住民の居住環境及び安全性等への配慮」について テーマ 3「実現性の高いコスト縮減策」について

ゴミ置場

車寄せ

シェアスペース

EV

設計時からライフサイクルコストに配慮し、コスト低減に効果
的な手法を選定します。

団地外にも繋がるネットワーク型コミュニティ住民と共用空間の関係性

P

コミュニティスポット
シェアスペース

駐輪場・ﾄﾗﾝｸﾙｰﾑ

通路 /庇ゴミ
置場

車寄せ

住戸

緑地

序列が明確、メンバー固定

■旧来 ■団地の現在

多世代が所属 同世代が集中
横並びの関係、メンバー非固定

情報を持つ人を起点にグループができる

凡例
団地住民
外部の人材

共用空間のネットワーク化

多用途な集会所

住棟の基本構成

ここの場所に、住民の心の拠り所となる「要」をみんなで時間をかけてつくり、育てることで、
人々が寄り添い、日常生活がより豊かになる団地づくりの提案です。

貫入配置

・東西軸に間口を  
大きく取れる。

・駐車場を棟ごと 
に整備しやすい。

・歩者分離とし、
安全な広場を確保
できる。

EV

内装木質化の例
( 出典 : 府中市こどもの国 )

TR

古来からその土地に定着してきた地縁や氏子といったコミュニティが弱体化しつつある現代において、コミュニティに対する建
築の在り方も変化しています。働き方や家族構成が多様化した現代に即した、新しいコミュニティ像を考えていく必要があります。
また、公共建築における県営住宅の役割としては、住まいとしての器としてだけではく、暮らしの器としてコミュニティ形成も
含めた住環境を整備することが重要と考えます。

・明確な歩車分離を図り、安全な
位置に児童遊園を整備します。

・車でＥＶ近くまで寄りつける車
寄せロータリーを設けます。

・駐車場側は見通しが良く、部分
的にピロティとすることで防犯
性を向上させます。

・熊野の最頻風向 (南南西 )の風
が通りやすい住棟配置とします。

・各住戸の床の表面材に県産材の
使用を検討し、積極的に内装木
質化を図ります。

計画地

学校

2 号線

道路 緑地

宅地

宅地

｜9© So�ware Cradle

 北風

解析結果

南北断面

南北断面

風速 風圧

風向

引野住宅の特徴

引野住宅のコミュニティ像

１. 交通量の少ない安心できる住宅団地

２. 自然に囲まれた高台の立地

３. 外で野菜や花を育てる潜在的意識の発見
引野住宅は周辺住宅と高低差があり、交通量
も少なく落ち着いた環境に位置します。静か
で安全な環境を活かし、安心して子育てしや
すい団地を作ります。

敷地を観察すると、畑として野菜や花を育てて
いる風景が散見され、住宅のバルコニーでも植
物を育てている住宅も多数確認できます。この
ような自然との親和の意識を外構計画として反
映します。

海への眺望、吹き上げる風、背面
の緑豊かな環境を最大限取り込ん
だ配置計画とします。JFE 工場団地

引野団地

様式 11


